
情報通信基盤災害復旧事業費補助金　事後評価 年

- -

平成 年 月

平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

平成 年度

平成 年 月 日 平成 年 月 日

加入世帯数

加入率（％） ％ ％ ％ ％

世帯

世帯世帯

24 千円

千円

初年度～最終 H29年度末H29年度末

24 10 11 25 2

23,835

15,890

⑭事業内容

　塩竈市浦戸地区は、地理的条件（離島）、過疎・高齢化等の事由により、民間事業
者のブロードバンドサービス（従来のインターネット通信と比較して、より広域的・高速
通信を提供する回線やサービスの総称）が提供されておらず、本土との間で情報通
信格差が生じていたため、平成21年度地域情報通信基盤推進交付金を活用し、無線
通信を利用した情報通信基盤の整備を実施した。
　しかしながら、東日本大震災に伴う津波により甚大な被害を受け、現在、ほぼ全域
においてサービスを利用できない状態となっているため、無線通信による高速情報通
信網を速やかに復旧し、地域の生活利便性の向上、地域経済の発展へと繋げること
を目的とする。

　塩竈市浦戸地区において、津波により被災した情報通信設備の復旧を行い、無線
通信を利用したブロードバンドサービスの提供を再開する。

⑫復旧対象地域

⑬条件不利地域

⑨総事業費（千円）

⑪補助金額（千円）

⑧予算年度

塩竈市の浦戸地区（桂島、野々島、寒風沢島）

離島（浦戸地区・桂島、野々島、寒風沢島）

⑩補助対象事業費（千円） 千円23,835

24 13

①事業名

②特定被災地方公共団体名

E-mail④連絡先：TEL

塩竈市

平成23年度塩竈市情報通信基盤災害復旧事業

市民総務部財政課

gyoukaku@city.shiogama.miyagi.jp

③所管部署

22 355 5782

6

30 8⑤事後評価実施時期

⑥公表方法及び時期

事業概要　

⑦復旧実施期間

初年度～最終

25 4 1

https://www.city.shiogama.miyagi.jp/ 平成30年8月31日公表

⑲評価及び課題
（課題に向けた今後
の取組み等）

　東日本大震災により被害を受けた情報通信基盤を早急に復旧させたことにより、震
災の影響によって一部の地区において発生していた情報通信格差是正を図ったこと
は評価できるものの、５年経過した時点でも、津波による家屋流出・損壊により塩竈市
本土などへ居住地を移した浦戸地区住民が存在したため、震災直近までの世帯数に
は戻らなかった。そのため、加入率についても、復旧計画時に掲げた指標が実績を上
回ることができなかった。
　今後は更なる加入率向上に向けて、IRU先とともに連携を図り引き続き取り組んでい
く。

 年度

（復旧地区の）世
帯数

・地域情報通信基盤推進交

付金、新世代地域ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚ

ﾋﾞ施設整備事業の復旧

（BB,CATV）

地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄの復
旧（BB）

10.3 7.2

ｼｽﾃﾑ利用数

234 181

30 6 月 11 日

ｼｽﾃﾑ利用率
（％）

ｼｽﾃﾑ利用可
能数

再開するサービス ＢＢ ＣＡＴＶ

実績復旧計画時の目標

⑮サービス再開日

⑯運営方式

⑰契約先

⑱指標 復旧計画時の目標 実績

公設民営（ＩＲＵ）

関西ブロードバンド株式会社

世帯

mailto:gyoukaku@city.shiogama.miyagi.jp
https://www.city.shiogama.miyagi.jp/
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